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捷出例は,.托鞭県下の張保育センターで飼育されてい

た約1ヵ月令のホルスタイン雄牛で,1972年6円に乾死

した｡このセンターでは,約100頚の子牛が保育されて

いたが,同年春Il).栄,呼吸器症状を示して鞄死する症例

が相次ぎ,ことに6月には155'fiも矩死した｡粥教案にお

いて,それらのうちの4例が病理学的に検索された｡そ

の結果,いずれの例にも線維素性肺炎が共通していたが,

本例のみには,中枢神精にも病変が認められた｡

肉眼所見:脳では,軟膜の充血,大脳溝深部における

散発性小出血,令領域の脳室の拡張があり,第四脳室に

は少許の舌苔様物が認められた｡また,大脳Fl照背方よ
りに,前頒秦から後頭薫にかけて,おおむね連続して縦

走する数個の白色軟化典が観察されたoこれらは,l｣径

が米粒大か -し約1cmで,しばしば裂隙状を岩していたe

内臓では,繰錬素性肺炎が.pJJj側の尖兼,心葉に王威し

ていた｡そのほか.全身リンパ節の軽度の肺大.血械腹
水の軽度の増量があった｡なお,柿,肝,帆 リンパ節

から,Pasteurel)a楼蘭が分離された｡

組披所見 .一軒一･に,高度の線維素性化膿性軟膜炎が,

脂,脊髄の全領域に認められた｡この病変は.好中球な

らびに堆核細胞を主とする細胞収分と,線維素を主とす

る根性成分の椿.lhから成り.売れ 出血も伴なわれでい

た (岡l ;大脳側鎖糞,H-E染色,×33)｡軟膜炎に

揺する脳表層の'ji;部では.碁朗の雌株化,血帯同PWr:.の

(.j-.血ならびに軟膜炎と同性餌の睦.LJl一物の藤川があった｡

第二に.線維素純化隠棲汝出物は.脳演鰐のウイルヒ

ョウ･ロバン魅に,また,脳室内にも.多発性に認めら

れた｡約着では.Til囲碁'FEの疎性化,脂肪僻地卿B'dの出

札 グラム陰性で極染色を;liす+･ri･再議が.しばしば認め

られたD脊髄では,中心管に頼経した大型の化膿典が.

美質に認められた｡

第三に,火Wr白Pitこ,比較的大型の軟化巣が散在して

いた (L.X12 ;前頭葉,H-E染色,×67)｡これらは,

限界糊崇で,空洞化するものもあったが,病地内には,

充血した血管,中腰細胞ならびに脂肪黙粒細胞の弊紙,

さらには,好中球,単核紳胞も混在し.拍動塑倒壊橡を

示していた｡軟化巣の辺縁部では,.基節の疎性化 髄鞘

の脱落.軸索の球状膨化.まれには,液化が認められた｡

診断:Pasteurella様筒による大脳白質軟化を伴なった

化膿性髄膜 ･脳脊髄炎｡本例の内臓には,前記の肺炎の

ほかに,全身性感染を示唆する組織病変があった｡従っ

て.その中枢神経病変は,敗血症の一分病と見なされる｡


